
■ 研究分野キーワード
構造生物学、生物物理化学、分子生物学 タンパク質、核酸、X線結晶構造解析

■ 研究テーマ
物理化学、生化学、および分子生物学の手法を用い、生命現象を分子のレベルで解明する研究を行っている。特に、
遺伝子の本体であるDNAの生体内での修復メカニズムに重点を置いた研究を行っている。DNA修復を担うタンパク質ま
たはタンパク質複合体の立体構造と動的な性質をさまざまな手法により明らかにし、その情報を組み合わせること
で、DNA修復の詳細な反応メカニズムを理解することを目指している。またDNA修復は、がんや遺伝病などの難病と密
接にリンクしていることから、これらの病気の治療薬の開発に携わる研究も検討している。
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